
事 務 連 絡

平成� 26年� 10 fl6日

動物医薬品検査所御中

消費・安全局畜水産安全管理課

薬事務蕊管理班長

動物別i夜薬品の使刈の総務に関する省令の一部を改正する省令の

援について

とのととについて、別添移しのとおの各都滋府県あて滋知したのでち御了知

ください。
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平成�  26年� 10 J'l6 1:J

北海道意義慾主務繰 練中

農林水援を身浴重量・まぞ!念潟

潜水護憲軍記念?誉総謀

議室繁華繁波宮野綾班長

動物よ司法設薬品の使沼の規制に関する省令の府告を改正する翁令の制

定について

薬事法(昭和� 35年法律第� 145号。以下「法」という。)第� 83条の� 4第� 1項

の規定に基づ五昔、動物胤医薬品及び医薬品の使用の規制に関寸る翁令の一部変

改正寸るt智子". (平成 26年燦林水産省令第� 54号)が7:JIJ添のとおり公布され、問

日から施行さオ1~たした。

今回の改正内綴は下認のとおりですので、薬事監視及び指導の参品診としてく

ださい。

l 改正の内務� 

(1) 	 rこζ トキマタゾ…jしそを符効成分とする畜舎噴霧JliJょについて.� r動物用医

薬品使F詩文言議長動物j 、 ?用法及び、 F号室j 並びに� f使対禁止期間Jそを絞定。� 

( 2 ) rセファゾリンそを冶効成分とする乳房注入部であってカブリ� )v酸司王ノグ

リセライドそを合殺するもの〈これと有効成分、分量、用法、周;隊、効能、

効泉毒事が間一伎を手ますると認められるものを含む。) Jについて、 「動物

舟医薬品佼府対象動物j 、 「用法及び用量」並びに「使用禁止期間� J"を設

定。� 

( 3 ) rピルビン際メチルを有効成分とする薬浴剤」について、 「動物胤医薬

品使用対象動物J、� rffl法及び用量」並びに「使用禁止期間」を設定。� 

( 4) rブルニキシンメグルミンな有効成分とする強制緩口投与朔tlJについて、

「動物用医薬品使用対象動物J、 「用法及び用量� J並びに� f使用禁止綴

間」を設定。

記 



2 	施行期日

平成総長手ぬ月� 6B 

3 	委参活号

本件に関連する動物用医薬品の概要警は以下のとおりです。

(1)ヱトキサゾールを有効成分とする務会噴霧剤


販売ft:ゴッシュ(住化エンパイロメンタルサイエンス株式会社)


有効成分:エトキサゾール 


効能又は効果:鶏舎内のワクその綴除 


〈会)セブアゾリンを有効成分とする乳援注入手絡でぬってカブリ 司王ノグリ

セライドを含有するもの〈これと有効成分、分釜、用法、潟索、 効意義.効

染者撃がi湾-f'!を孝子すると認められるものぞ含む。)

級交ft:セファメジン及びセファサット� Z(日本全薬工業株式会社)


符効成分;セファゾ!)ン


効能又は効果: 


[有効閣総1:ブドウ球菌、レンサ球留、コ 1)ネパクテ� 1)ウム、大腸筒、


クレブ、シヱラ


{適応総1:牛;裕乳期の乳房炎
 

( 3 )ピルビン駿メチルを有効成分とする講義浴

鮫交ft:マリンディッブ〈株式会社インターベット〕

有効成分:ピルどン慈メチル

効能又は効果:フグ白魚類の外部努ゑ虫(シュードカリグス・ブグ)

の駆除� 

(4)フルニ年シンメグルミンを有効成分とする強制経口投与剤 


1I反予定ft:パナミン ペースト(株式会校インターベット)


有効成分:フルニキシンメグルミン 


効能又は効果:馬の運動器疾怨に伴う炎控室及び察療の緩和
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